
四日市市楠ふれあいセンター条例施行規則の一部を改正する規則をここに公布する。 

  令和６年３月２９日 

四日市市長  森  智 広 

 

四日市市規則第３７号 

   四日市市楠ふれあいセンター条例施行規則の一部を改正する規則 

 四日市市楠ふれあいセンター条例施行規則（平成１８年四日市市規則第４３号）の

一部を次のように改正する。 

 

改正後 改正前 

 （趣旨）  （趣旨） 

第１条 この規則は、四日市市楠ふれあ

いセンター条例（平成１７年四日市市

条例第５９号。以下「条例」という。）

第１４条の規定に基づき、条例の施行

について必要な事項を定めるものとす

る。 

第１条 この規則は、四日市市楠ふれあ

いセンター条例（平成１７年四日市市

条例第５９号。以下「条例」という。）

第１５条の規定に基づき、条例の施行

について必要な事項を定めるものとす

る。 

  

 （使用許可の申請）  （使用許可の申請） 

第５条 条例第３条第１項の規定により

センターの使用許可を受けようとする

もの（以下「申請者」という。）は、四

日市市楠ふれあいセンター使用許可・

使用料減免申請書（第１号様式。以下

「使用許可申請書」という。）により市

長に申請しなければならない。 

第５条 条例第５条第１項の規定により

センターの使用許可を受けようとする

もの（以下「申請者」という。）は、四

日市市楠ふれあいセンター使用許可・

利用料金減免申請書（第１号様式。以

下「使用許可申請書」という。）により

指定管理者に申請しなければならな

い。 

２及び３ （略） ２及び３ （略） 

  

 （使用の許可）  （使用許可書の交付） 

第７条 市長は、第５条第１項に規定す

る使用許可の申請について適当と認め

第７条 指定管理者は、第５条第１項に

規定する使用許可の申請について適当



たときは、使用許可を決定し、四日市

市楠ふれあいセンター使用許可・使用

料決定書（第２号様式。以下「使用許可

書」という。）を申請者に交付するもの

とする。 

と認めたときは、使用許可を決定し、

四日市市楠ふれあいセンター使用許

可・利用料金決定書（第２号様式。以下

「使用許可書」という。）を申請者に交

付するものとする。 

２ （略） ２ （略） 

  

 （使用の変更及び取消し）  （使用の変更及び取消し） 

第８条 使用者は、使用許可書に記載さ

れた事項を変更し、又はセンターの使

用を取り消そうとするときは、四日市

市楠ふれあいセンター使用変更（取

消）・使用料還付申請書（第３号様式。

以下「変更・還付申請書」という。）に

使用許可書を添えて、市長に申請しな

ければならない。この場合において、

使用日、使用時間区分又は使用施設を

変更しようとするときは、使用日の１

月前（当該日が開館日でない場合は、

その直前の開館日）までに申請しなけ

ればならない。 

第８条 使用者は、使用許可書に記載さ

れた事項を変更し、又はセンターの使

用を取り消そうとするときは、四日市

市楠ふれあいセンター使用変更（取

消）・利用料金還付申請書（第３号様式。

以下「変更・還付申請書」という。）に

使用許可書を添えて、指定管理者に申

請しなければならない。この場合にお

いて、使用日、使用時間区分又は使用

施設を変更しようとするときは、使用

日の１月前（当該日が開館日でない場

合は、その直前の開館日）までに申請

しなければならない。 

２ 市長は、前項の規定により、使用の

変更又は取消しを許可したときは、四

日市市楠ふれあいセンター使用変更

（取消）許可・使用料還付通知書（第４

号様式。以下「変更・還付通知書」とい

う。）を申請者に交付するものとする。 

２ 指定管理者は、前項の規定により、

使用の変更又は取消しを許可したとき

は、四日市市楠ふれあいセンター使用

変更（取消）許可・利用料金還付通知書

（第４号様式。以下「変更・還付通知

書」という。）を申請者に交付するもの

とする。 

３ 市長は、使用日、使用時間区分又は

使用施設の変更を許可したときは、当

該許可に対する再度の変更は許可しな

いものとする。 

３ 指定管理者は、使用日、使用時間区

分又は使用施設の変更を許可したとき

は、当該許可に対する再度の変更は許

可しないものとする。 



  

（使用の制限） （使用の制限） 

第９条 市長は、条例第３条第２項第３

号の規定に基づき、次の各号のいずれ

かに該当すると認めたときは、センタ

ーの使用を許可しない。 

第９条  指定管理者は、条例第５条第２

項第３号の規定に基づき、次の各号の

いずれかに該当すると認めたときは、

センターの使用を許可しない。 

 (1)及び(2) （略）  (1)及び(2) （略） 

  

 （使用料）  （利用料金） 

第１０条 附属設備等の使用料は、それ

ぞれの種別ごとに別表で定める額とす

る。 

第１０条 指定管理者は、条例第６条第

２項に規定する利用料金の額を定める

ときは、利用料金承認申請書（第５号

様式）を市長に提出し、その承認を受

けなければならない。 

 ２ 附属設備等の利用料金は、それぞれ

の種別ごとに別表で定める額を上限と

する。 

  

 （使用料の納付）  （利用料金の納付） 

第１１条 使用者は、使用の許可と同時

に使用料を納付しなければならない。

ただし、冷暖房の使用料については、

使用の終了までに納付するものとす

る。 

第１１条 使用者は、使用の許可と同時

に利用料金を納付しなければならな

い。ただし、冷暖房の利用料金につい

ては、使用の終了までに納付するもの

とする。 

２ 使用者は、第８条第２項の規定によ

り、センターの使用の変更を許可され

た場合において、既納の使用料の額が

変更後の使用料に対して不足を生じる

ときは、直ちに当該不足額を納付しな

ければならない。 

２ 使用者は、第８条第２項の規定によ

り、センターの使用の変更を許可され

た場合において、既納の利用料金の額

が変更後の利用料金に対して不足を生

じるときは、直ちに当該不足額を納付

しなければならない。 

３ 市、国及び県が使用する場合及び市

長が特別の理由があると認めた場合

３ 市、国及び県が使用する場合及び指

定管理者が特別の理由があると認めた



は、前２項の規定にかかわらず、別に

納付期限を定めることができるものと

する。 

場合は、前２項の規定にかかわらず、

別に納付期限を定めることができるも

のとする。 

  

 （使用料の減免）  （利用料金の減免） 

第１２条 条例第５条の規定に基づき使

用料を減額又は免除する場合及びその

割合は、次のとおりとする。 

第１２条 条例第７条の規定に基づき利

用料金を減額又は免除する場合及びそ

の割合は、次のとおりとする。 

 (1)から(4)まで （略）  (1)から(4)まで （略） 

２ （略） ２ （略） 

３ 使用料の減額又は免除を受けようと

するものは、使用許可申請書に減額又

は免除を必要とする理由を記載し、市

長に申請しなければならない。 

３ 利用料金の減額又は免除を受けよう

とするものは、使用許可申請書に減額

又は免除を必要とする理由を記載し、

指定管理者に申請しなければならな

い。 

  

 （使用料の還付）  （利用料金の還付） 

第１３条 条例第６条ただし書の規定に

より使用料を還付する場合及び還付の

額については、各号に掲げるとおりと

する。 

第１３条 条例第８条ただし書の規定に

より利用料金を還付する場合及び還付

の額については、各号に掲げるとおり

とする。 

 (1) 災害等特別の事由により、使用者

の責めによらない理由によりしよう

できなかったとき。 既納の使用料

全額 

 (1) 災害等特別の事由により、使用者

の責めによらない理由によりしよう

できなかったとき。 既納の利用料

金全額 

 (2) 使用者が使用日の前７日以前に使

用許可の取消しを申請し、許可され

たとき。 既納の使用料から取消料

（利用料金から消費税及び地方消費

税に相当する額を差し引いた額の１

００分の５０に相当する額。ただし、

１０円未満の端数が生じた場合はこ

 (2) 使用者が使用日の前７日以前に使

用許可の取消しを申請し、許可され

たとき。 既納の利用料金から取消

料（利用料金から消費税及び地方消

費税に相当する額を差し引いた額の

１００分の５０に相当する額。ただ

し、１０円未満の端数が生じた場合



れを四捨五入した額とする。）を差し

引いた額 

はこれを四捨五入した額とする。）を

差し引いた額 

２ 使用者が第８条第２項の規定により

センターの使用の変更を許可された場

合において、既納の使用料に過納金が

生じたときは、これを還付するものと

する。 

２ 使用者が第８条第２項の規定により

センターの使用の変更を許可された場

合において、既納の利用料金に過納金

が生じたときは、これを還付するもの

とする。 

３ 前項の規定により、使用料の還付を

受けようとするものは、変更・還付申

請書に使用許可書及び使用料領収書を

添えて市長に申請しなければならな

い。 

３ 前項の規定により、利用料金の還付

を受けようとするものは、変更・還付

申請書に使用許可書及び利用料金領収

書を添えて指定管理者に申請しなけれ

ばならない。 

４ 前項の規定により使用料の還付を受

けた者が、変更・還付申請書と同時に

会館の施設等について第７条に定める

使用許可の申請を行う場合に限り、変

更・還付申請書に記載された還付金を

その使用料に充てることができる。 

 

５ 市長は、第３項の申請について還付

を決定したときは、変更・還付通知書

を申請者に交付するものとする 

４ 指定管理者は、前項の申請について

還付を決定したときは、変更・還付通

知書を申請者に交付するものとする。 

  

 （使用者の遵守事項）  （使用者の遵守事項） 

第１４条 使用者及びセンターに入場す

る者（以下「使用者等」という。）は、

条例及びこの規則に定めるもののほ

か、次の各号に掲げる事項を守らなけ

ればならない。 

第１４条 使用者及びセンターに入場す

る者（以下「使用者等」という。）は、

条例及びこの規則に定めるもののほ

か、次の各号に掲げる事項を守らなけ

ればならない。 

 (1)から(4)まで （略）  (1)から(4)まで （略） 

 (5) その他市長が定める事項及び係員

の指示に従うこと。 

 (5) その他指定管理者が定める事項及

び係員の指示に従うこと。 

  



 （施設等の損傷の届出）  （施設等の損傷の届出） 

第１６条 使用者等は、センターの施設、

附属設備等を損傷し、又は汚損したと

きは、直ちに理由を付して、市長に届

け出て、その指示を受けなければなら

ない。 

第１６条 使用者等は、センターの施設、

附属設備等を損傷し、又は汚損したと

きは、直ちに理由を付して、指定管理

者に届け出て、その指示を受けなけれ

ばならない。 

  

 （使用後の届出）  （使用後の届出） 

第１７条 使用者は、その使用が終わっ

たときは、速やかに市長に届け出て、

その点検を受けなければならない。 

第１７条 使用者は、その使用が終わっ

たときは、速やかに指定管理者に届け

出て、その点検を受けなければならな

い。 

 

改正後 

別表（第１０条関係） 

  附属設備等の使用料（内訳） 

  使用料（円）  

 使用時間（単位） 

設備名称 

拡声・音響・映像機器（多目的室のみで使用可

能）は１回当たりの金額とする。 

 

 （略）  

 

 

改正前 

別表（第１０条関係） 

  附属設備等の利用料金（内訳） 

  利用時間の上限額（円）  

 使用時間（単位） 

設備名称 

拡声・音響・映像機器（多目的室のみで使用可

能）は１回当たりの上限金額とする。 

 

 （略）  

 

 

 第１号様式から第４号様式までを次のように改める。 



第１号様式（第５条関係） 

四日市市 楠ふれあいセンター 
使 用 許 可
使用料減免

  申請書 

 

年  月  日  

 

 四日市市長 

 

（申請者） 住 所             

団体名             

代表者氏名           

電話番号            

使用目的 

(減免申請理

由) 

 使用人員 人 

使 用 日 時 

及 び 

使 用 場 所 

年 月 日 (曜日) 使 用 場 所 
使 用 時 間 区 分 

午 前 午 後 夜 間 

・ ・ （ ）     

・ ・ （ ）     

・ ・ （ ）     

・ ・ （ ）     

・ ・ （ ）     

・ ・ （ ）     

使 用 器 □ 冷暖房  □ 附属設備（        ） 

持込品  

入場料等の徴収 □ 徴収する（１人     円）   □ 徴収しない 

使用責任者 （℡      ）／ □ 申請者と同じ   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第２号様式（第７条関係） 

四日市市 楠ふれあいセンター 
使 用 許 可
使用料決定

 書 

 

年  月  日  

 

 四日市市長  ㊞ 

 

（申請者） 住 所             

団体名             

代表者氏名           

電話番号            

使用目的 

(減免申請理

由) 

 使用人員 人 

使 用 日 時 

及 び 

使 用 場 所 

年 月 日 (曜日) 使 用 場 所 
使 用 時 間 区 分 

午 前 午 後 夜 間 

・ ・ （ ）     

・ ・ （ ）     

・ ・ （ ）     

・ ・ （ ）     

・ ・ （ ）     

・ ・ （ ）     

使 用 器 □ 冷暖房  □ 附属設備（        ） 

持込品  

入場料等の徴収 □ 徴収する（１人     円）   □ 徴収しない 

使用責任者 （℡      ）／ □ 申請者と同じ   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第３号様式（第８条第１項関係） 

 

四日市市 楠ふれあいセンター 申請書 

                                      年  月  日  

四日市市長  

             （申請者）住 所              

                  団体名              

                    代表者氏名            

                   電話番号             

 

 下記のとおり四日市市楠ふれあいセンター  を申請します。 

 

許 可 を 受 け た 施 設 名  

使 用 日 時  

変更（取消し）の理由  

変 更 の 内 容  

使用料の精算 

変 更 

既 納 使 用 料 

 

変 更 後 の 使 用 料 

 

差 引 使 用 料 

（ □追加使用料 ・ □還付金 ） 

 

   

取 消 

既 納 使 用 料      徴 収 金 還 付 金  

   

還付の理由 
四日市市楠ふれあいセンター条例施行規則第 13条第１項の規定に

より還付します。 

  還 付 金 の 処 理 方 法 □下記口座に入金する  □使用料の一部に充てる  □会計管理課窓口で受け取る 

還付先口座 

金 融 機 関 
銀行・信金 

信組・農協 

支店・支所 

（   ） 

預 金 種 別 １ 普通（総合）  ２ 当座  ９ その他（     ） 

口 座 番 号         

口 座 名 義 

（カナで記入） 

            

            

 

 

使用変更(取消) 

使用料還付 

□ 使用の変更(取消し) 

□ 使用料の還付 



第４号様式（第８条第２項関係） 

 

四日市市 楠ふれあいセンター           書 
 

                                      年  月  日  

 四日市市長  ㊞ 

             （申請者）住 所              

                  団体名              

                    代表者氏名            

                   電話番号             

                     □使用の変更(取消し)を許可します。 

 下記のとおり四日市市楠ふれあいセンター              

                     □使用料の還付を決定します。 

許 可 を 受 け た 施 設 名  

使 用 日 時  

変 更 （ 取 消 し ） の 理 由  

変 更 の 内 容  

使用料の精算 

変更 

既 納 使 用 料 

 

変 更 後 の 使 用 料 

 

差 引 使 用 料 

（ □追加使用料 ・ □還付金 ） 

 

   

取消 

既 納 使 用 料      徴 収 金 還 付 金  

   

還付の理由 
四日市市楠ふれあいセンター条例施行規則第 13条第１項の規定に 

より還付します。 

  還 付 金 の 処 理 方 法 □下記口座に入金する  □使用料の一部に充てる  □会計管理課窓口で受け取る 

還付先口座 

金 融 機 関 
銀行・信金 

信組・農協 

支店・支所 

（   ） 

預 金 種 別 １ 普通（総合）  ２ 当座  ９ その他（     ） 

口 座 番 号         

口 座 名 義 

（カナで記入） 

            

            

 

 

 

 

使用変更(取消)許可 

使用料還付通知  



 第５号様式を削る。 

 

   附 則 

 （施行期日） 

１ この規則は、令和６年４月１日から施行する。 

 （経過措置） 

２ この規則の施行前に改正前の四日市市楠ふれあいセンター条例施行規則の規定に

よりなされた処分、手続その他の行為は、改正後の四日市市楠ふれあいセンター条

例施行規則の相当規定によりなされたものとみなす。 

（準備行為） 

３ 楠ふれあいセンターの使用許可に関し必要な手続きその他の行為は、この規則の

施行日前においても行うことができる。 

 （四日市市申請書等の押印の取扱いの特例に関する規則の一部改正） 

４ 四日市市申請書等の押印の取扱いの特例に関する規則（令和３年四日市市規則第

３２号）の一部を次のように改正する。 

改正後 

（押印の省略） 

第２条 次の表の左欄に掲げる規則の規定する手続又は様式のうち、同表の中欄

に掲げる手続又は様式については、当該規則の規定に関わらず、押印を要しな

いものとする。ただし、同表の右欄に掲げる条件を満たす場合に限る。  

 規則名 手続又は様式 備考  

 （略）  

 四日市市市民交流会館条例施

行規則（平成８年四日市市規

則第２８号） 

（略）  

 四日市市文化会館の設置及び

管理に関する条例施行規則

（平成１７年四日市市規則第

３３号） 

（略）  

 （略）  

 

 



改正前 

（押印の省略） 

第２条 次の表の左欄に掲げる規則の規定する手続又は様式のうち、同表中欄に

掲げる手続又は様式については、当該規則の規定に関わらず、押印を要しない

ものとする。ただし、同表右欄に掲げる条件を満たす場合に限る。  

 規則名 手続又は様式 備考  

 （略）  

 四日市市市民交流会館条例施

行規則（平成８年四日市市規

則第２８号） 

（略）  

 四日市市楠ふれあいセンター

条例施行規則（平成１８四日

市市規則第４３号） 

第３号様式及び第４号

様式 

署名（法人その他の

団体にあっては、代

表者の署名）をした

場合に限る。 

 

 四日市市文化会館の設置及び

管理に関する条例施行規則

（平成１７年四日市市規則第

３３号） 

（略）  

 （略）  

 

 

 

 

（市民生活部市民生活課） 

 


